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１．委員の指摘及び提言概要 

本研究により、希少鳥類保全のための効果的なサーベイランスシステムが開発されることを期待す

る。 

単にサーベイランス手法に特化しているものと、鉛汚染実態解明に留まっているようで、リスク評

価手法の開発に至っていないようである。各テーマの統合、特にインフルエンザと鉛の相乗効果につ

いて、十分配慮してほしい。最終的な対策の具体案をより明確にしていただきたい。 

 

２．評点 

総合評点：Ａ 




